
団体名 あぶくま信用金庫

取組名称 新規創業にかかる支援事例

取組概要 福島第一原子力発電所事故により長期にわたり避難を余儀なくされた地域では、
住民の帰還率や事業の再開率は低迷している。

こうした状況に対し、あぶくま信用金庫は、住民の帰還や移住の促進には「働く
場」の確保が必要と考え、日本政策金融公庫と連携し、被災地で創業する方や
創業して間もない被災者の方を対象とした協調融資商品「あぶしん創業ローン」の
取扱いを開始した。

取組成果 2018年10月の取扱い開始から現在（2018年12月末）までの取扱件数は2件20百万円となっている。引き続き、同公庫と連携
し、福島イノベーションコースト構想を見据えながら、被災地で新規創業を目指す事業者への積極な資金供給に取組んでいく。

その他 ―

URL等 ―

復興金融ネットワークメンバーによる復興に関する取組事例

《2018年9月27日 創設記者発表》
《対象者》

日本政策金融公庫
「新規開業資金[東日本大震災関連]」

創業前または創業後５年以内の方 次のいずれかに該当する方

 ① 事業計画書を有する方
 ② 当金庫が適当と判断した方のうち次の用件を満たす方

イ.当金庫の会員または会員たる資格を有する方
ロ.申込時年齢が満20歳以上の方

あぶくま信用金庫

①福島県または宮城県内において創業する方
②前①により創業後おおむね７年以内の方（東日本大
震災後に創業し、現在も福島県または宮城県内におい
て営業している方に限る。）


